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5　学校生活管理指導表に基づく取組

　医師の指示に基づき、保護者と学校の共通理解の得られた取組を推進し
ます。

　アレルギー疾患を有する児童生徒に対する取組を進めるためには、個々の児童生徒の症状等の特徴を正

しく把握することが必要です。そこで、医師の診断に基づいて、児童生徒のアレルギー疾患の情報を記入

するための様式が「学校生活管理指導表」です。「管理指導表」は、原則として、学校における配慮や管

理が必要な場合に、保護者を通じて学校に提出されるものです。

⑴　対象：学校における配慮や管理が必要な児童生徒

⑵　学校における配慮や管理が必要な場合
　下記に示したように、学校生活全般において、誤食を防止したり、体調の変化に応じた対応をしたりす

る必要がある場合です。

●「エピペンⓇ」及び内服薬の所持

●学校給食

●食品を扱う授業や活動

●体育・部活動等運動を伴う授業や活動

●校外活動（特に宿泊を伴う校外活動）

　　管理指導表活用のポイント

①　学校、教育委員会は、アレルギー疾患のある児童生徒を把握し、学校での取組を希望す
る保護者に対して、「管理指導表」の提出を求める。

②　保護者は、学校の求めに応じ、主治医・学校医に記載してもらい、学校に提出する。

③　学校は「管理指導表」に基づき、保護者と協議し取組を実施する。
④　主なアレルギー疾患が1枚（表・裏）に記載できるようになっており、原則として一人
の児童生徒について1枚提出される。

⑤　学校は提出された「管理指導表」を、個人情報の取り扱いに注意するとともに、緊急時
に教職員誰もが閲覧できる状態で一括して管理する。

⑥　「管理指導表」は症状等に変化がない場合であっても、配慮や管理が必要な間は、少な
くとも年1回は提出を求める。記載する医師には、病状・治療内容や学校生活上の配慮事
項などの指示が変化しうる場合、向こう1年間を通じて考えられる内容を記載してもらう。
（大きな病状の変化があった場合はこの限りではない。）

⑦　食物アレルギーの児童生徒に対する給食での取組など必要な場合には、保護者に対し、
さらに詳細な情報の提出を求め、総合して活用する。
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⑶　活用までの流れ（例）

学　　　校

保　護　者

　「管理指導表」は、症状等に変化がない場合であっても、配慮や管理が必要
な間は、少なくとも年に1回は提出を求める。（大きな病状の変化があった場合
はこの限りではない）

学　　　校

保　護　者

●学校は保護者と個別に面談等を行い、「管理指導表」及び「個別の取組プラン」
（案）に基づき、保護者と協議し、「個別の取組プラン」を決定する。
●面談では、必要に応じて教育委員会担当者が同席する。

学　　　校 ●教職員全員での共通理解
学校は提出された「管理指導表」を、個人情報の取り扱いに留意するとともに、
緊急時に教職員誰もが閲覧できる状態で一括して管理する。
●食物アレルギーに関する対応委員会で「個別の取組プラン」に基づく対応を
定期的に振り返り、改善等の検討をする。必要に応じて保護者と面談等を行
い、プランを修正する。

学　　　校

教育委員会

学　　　校

教育委員会

●学校、教育委員会は、アレルギー疾患のある児童生徒を保健調査票等で把
握する。（小学新1年入学児童は就学時健康診断の機会に把握する。）
●学校での対応を希望する保護者に対して、「管理指導表」の提出を求める。

保　護　者 　保護者は、主治医・学校医に「管理指導表」を記載してもらい、学校に提出する。

配慮が必要な場合
　学校は、「管理指導表」に基づき、
食物アレルギー対応委員会で「個
別の取組プラン」（案）を検討する。

配慮が必要ない場合
　教職員間で情報を共有するとと
もに、保護者との連絡体制を構築
し、児童生徒本人に対する日常的
な健康観察・指導を行う。

 「個別の取組プラン」とは
　個々の児童生徒に対して必要な取り組みを学校の実情に即して行うために、学校が立案し、保護者
と協議決定するものです。（「様式2」参照）
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⑷　「管理指導表」に係る保護者等への依頼、確認事項
　「管理指導表」は安全性を最優先とした対応です。管理指導表が円滑に活用されるためには、保護者や

児童生徒本人に作成方法などを正しく理解してもらうことが大切です。

①　提出について
●保護者が、学校における配慮や管理を希望する場合に提出すること。

●ぜん息と食物アレルギーなど複数のアレルギー疾患を有する場合には、必要に応じてそれぞれの担当

医師に記載してもらい、提出すること。

②　記載について
●「管理指導表」は症状等に変化がない場合であっても、配慮や管理が必要な間は、少なくとも年に1

回は提出すること。

●症状、治療内容や学校生活上の配慮事項などの指示が変化しうる場合には、向こう1年間を通じて考

えられる内容を医師に記載してもらうこと。

③　主治医に確認する事項について
●「管理指導表」の内容より、詳細に主治医に確認してほしい事項を明確に伝えること。記載は、「そ

の他の配慮・管理事項（自由記載）」欄にしてもらうこと。

●対応の変更や中止の指示があった場合は、必ず指示内容を学校に報告すること。

④　そ　の　他
●提出された「管理指導表」の内容は、教職員全員で共有し、学校全体で万全を期すこと。

●「管理指導表」は、個人情報の取り扱いに留意するとともに、緊急時に教職員誰もが閲覧できる状態

で一括して管理すること。

●「管理指導表」を主治医に記載してもらう場合には、文書料が必要な場合があること。（医療機関に

より料金は異なる。）
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＜アレルギーに関する健康管理の流れ（例）＞＜アレルギーに関する健康管理の流れ（例）＞

時　期 手順の流れ 関係職員 関係書類

情
報
収
集

就学時健康診断
（10月～ 11月） アレルギー疾患を有し、配慮や

管理の必要な児童生徒の把握

就学時健康診断担当・養護教諭 就学時健康診断票
保健調査票

4月 学級担任・養護教諭

①　小学新1年入学児童は、就学時健康診断及び入学説明会の際に、配慮・管理を必要とする場合は申し出る
ように勧める。
②　中学校・高等学校は、入学説明会の際に配慮・管理を必要とする場合は申し出るように勧める。進学前の
学校は保護者の同意のもと、進学した学校に管理に関する情報提供する。
③　年度始めに保健調査票で新入生と在校生のアレルギーについての情報を把握する。

4月
必要時

対象児童生徒の保護者への「管
理指導表」の配布

学級担任・養護教諭 「管理指導表」

主治医より管理の必要があると診断された場合、学校は保護者に「管理指導表」の提出を求める。

11月～ 3月
（就学時は9月～3月）

対象児童生徒へのアレルギー疾
患調査・保護者との面談

学級担任・養護教諭・栄養教諭
等・給食主任

アレルギー調査票
緊急個別対応表（様
式3－1）

①　就学時健康診断時に保護者より申し出があった場合は入学前から保護者と面談を行う。
②　対象児童生徒は11月頃から、受診状況、診断、原因食物、家庭での管理等についての面談を行う。

計　
　

画

4月
必要時

「管理指導表」に基づく校内で
の取組の検討

校長・教頭・学級担任・養護教
諭・栄養教諭等・給食主任・調
理員・学校医

「個別の取組プラン」
（様式2）
緊急個別対応表（様
式3－1）

①　学校として実施可能な「個別の取組プラン」（案）や緊急個別対応表の作成
②　取組の実践に向けた準備（・医療機関、保護者との連携による緊急体制の確認　・調理場との連携）

4月
必要時

保護者への説明・協議
発達段階に応じた本人への指導

校長・教頭・学級担任・養護教
諭・栄養教諭等・給食主任

「個別の取組プラン」
（様式2）

①　「個別の取組プラン」（案）について保護者と協議し、「個別の取組プラン」を決定する。
②　給食のアレルギー対応については手順を協議し、保護者に対応食確認の協力を依頼する。

実　
　

践

4月
必要時

職員の共通理解 全教職員
「個別の取組プラン」
（様式2）

教職員全員が「個別の取組プラン」について理解する。

4月
必要時

当該児童生徒以外の児童生徒へ
の指導

学級担任・養護教諭・栄養教諭
等

①　人権に配慮した指導を行う。　②　個人情報の取り扱いに配慮する。

必要時 「個別の取組プラン」の実施 全教職員

「個別の取組プラン」
（様式2）
緊急個別対応表（様
式3－1）

①　必要に応じて、保護者と面談の場を設ける。
②　緊急体制について、シミュレーションによる訓練を行う。
③　調理場や関係機関（医療機関・消防暑等）との連携について確認する。

評　

価

年度末 まとめと来年度に向けての準備
校長・教頭・学級担任・養護教
諭・栄養教諭等・給食主任・調
理員・学校医

「管理指導表」
「個別の取組プラン」
（様式2）

対応についての評価と次年度の準備


